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町 章 

日
高
町
民
憲
章 

 一
恵
ま
れ
た
自
然
を
大
切
に
し 

　
快
適
で
住
み
よ
い
町
を
つ
く
り
ま
す 

一
歴
史
と
伝
統
を
愛
し 

　
心
豊
か
な
町
を
つ
く
り
ま
す 

一
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み 

　
健
康
で
明
る
い
町
を
つ
く
り
ま
す 

一
知
恵
を
出
し
　
汗
を
流
し 

　
活
力
あ
る
町
を
つ
く
り
ま
す 

一
故
郷
に
誇
り
を
も
ち
　
ふ
れ
あ
い
を 

　
大
切
に
す
る
町
を
つ
く
り
ま
す 

人
が
町
を
つ
く
り 

 

町
が
人
を
つ
く
る 

日高町の頭文字『ひ』を図
案化したもので、円形は住
民の融和と団結を表し、上
部の翼は町の飛躍、発展を
象徴しています。 

 

2005年1月号 

［第129号］ 

 人　口  　7,636人 

　男　  　 3,656人 

　女  　　 3,980人 

世帯数  　 2,542戸 

編集発行 日高町役場 

 　 0738-63-2051㈹ 

平成16年11月30日現在 

日高町コマ回し教室 日高町コマ回し教室 

迎 春 
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
方
に
は
、

平
成
十
七
年
の
初
春
を
健

や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
日
高
町

制
施
行
五
十
周
年
と
い
う

節
目
の
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
行

財
政
を
取
り
巻
く
国
と
地
方
の
税

財
政
を
見
直
す
三
位
一
体
の
改
革

に
伴
い
、
地
方
交
付
税
な
ど
の
大

幅
な
削
減
に
加
え
、
景
気
の
低
迷

に
よ
る
税
収
減
が
重
な
り
、
地
方

自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
ま
す

ま
す
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
私
の
公
約
で
も
あ

り
ま
し
た
学
校
給
食
の
実
施
を
は

じ
め
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
誘

致
や
広
川
南
イ
ン
タ
ー
の
開
設
な

ど
、
関
係
各
位
の
ご
協
力
の
も
と

実
現
す
る
こ
と
が
で
き
大
変
感
謝

申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
三
月
に
志
賀
保
育
所

の
増
改
築
工
事
が
完
成
し
、
四
月

か
ら
は
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し

て
、
ゼ
ロ
歳
児
か
ら
の
乳
幼
児
保

育
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
萩
原
浄
水
場
の
増
設
工

事
に
つ
き
ま
し
て
も
、
本
年
二
月

に
完
成
す
る
予
定
で
あ
り
、
よ
り

安
定
し
た
原
水
の
確
保
と
よ
り
安

全
で
良
質
な
水
を
供
給
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
と
も
に
、
快
適
で
衛

生
的
な
生
活
環
境
を
提
供
す
る
た

め
農
村
部
で
は
初
と
な
る
小
池
・

谷
口
下
水
処
理
場
も
完
成
し
、
ま

も
な
く
供
用
を
開
始
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

次
に
、
障
害
者
の
方
々
の
働
く

場
と
し
て
の
作
業
所
に
つ
き
ま
し

て
は
、
太
陽
福
祉
会
が
昨
年
の
十

二
月
に
建
設
工
事
に
着
工
し
、
本

年
八
月
に
開
所
予
定
と
な
っ
て
お

り
、
通
所
で
働
く
人
の
定
員
は
二

十
名
で
、
パ
ン
工
房
を
主
に
実
施

す
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
地
方
分
権
、
三
位
一
体

の
改
革
が
一
層
進
む
な
か
、
こ
れ

か
ら
の
行
政
は
、
徹
底
し
た
事
務

の
見
直
し
と
効
率
化
で
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

日
高
町
の
更
な
る
発
展
の
た
め
、

一
段
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
皆
様
方
に
と
っ
て

幸
多
き
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、

お
健
や
か
に
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。　

　

平
素
は
議
会
活
動
に
対

し
、
格
段
の
ご
指
導
と
ご

協
力
を
賜
り
、
議
員
一
同

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。　

　

さ
て
、
二
十
一
世
紀
に
入
り
、

我
が
国
は
、
国
内
外
の
社
会
経
済

情
勢
が
著
し
く
変
貌
す
る
中
に

あ
っ
て
、
政
治
・
経
済
等
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
に
お
い
て
大
き
く
変
貌

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
も
と
、
真

の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
地
域
社

会
を
築
い
て
い
く
た
め
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
実
情
に
沿
っ
た
個
性
あ

ふ
れ
る
行
政
を
展
開
す
る
こ
と
が

不
可
欠
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
可

能
な
ら
し
め
る
地
方
分
権
が
現
実

の
歩
み
を
始
め
て
い
ま
す
。　
　

　

こ
の
地
方
分
権
改
革
の
推
進
は

取
り
も
直
さ
ず
、
地
方
自
治
の
真

価
が
問
わ
れ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
地
方
財
政
は
破
綻
の
危

機
に
直
面
し
て
お
り
、
地
方
自
治

体
を
取
り
巻
く
社
会
・
経
済
環
境

は
、
厳
し
さ
を
増
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
分
権
型
社
会
の
創
造
に

あ
た
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

が
自
己
決
定
、
自
己
責
任
の
原
則

に
基
づ
い
て
事
を
進
め
る
こ
と
が

大
前
提
で
あ
り
、
自
分
た
ち
の
住

ん
で
い
る
町
の
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
決
定
し
、
推
進
し
て
い
く
の
は
、

住
民
自
身
に
よ
る
判
断
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
自
明
の
理

で
あ
り
ま
す
。

　

市
町
村
に
お
い
て
は
、
住
み
や

す
い
地
域
、
生
活
し
や
す
い
環
境

の
整
備
、
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
は
、
厳
し

い
財
政
危
機
を
乗
り
越
え
、
住
民

ひ
と
り
一
人
が
、
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
た
積
極
的
な
参
画
と
、
二
元

代
表
制
の
一
方
の
柱
と
し
て
の
責

任
を
担
う
地
方
議
会
議
員
の
活
躍

に
か
か
っ
て
く
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

　

私
ど
も
議
会
議
員
は
、
こ
う
し

た
新
時
代
の
地
方
自
治
を
切
り
拓

く
た
め
、
よ
り
一
層
の
資
質
・
能

力
の
向
上
に
努
め
、
研
鑽
を
積
む

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
か
本
年
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご

支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
し
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

新新新新新新新新新新 年年年年年年年年年年 のののののののののの ごごごごごごごごごご ああああああああああ いいいいいいいいいい ささささささささささ つつつつつつつつつつ新 年 の ご あ い さ つ

日

高

町

長 

中　
　

善　

夫

日
高
町
議
会
議
長

松
本　

秀
司
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永
年
に
わ
た
っ
て
、
人
権
擁
護

委
員
活
動
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
日

高
町
荊
木
１
３
４
２
鵜
上
桂
子
氏

が
こ
の
度
、
第　

回
全
国
人
権
擁

５２

護
委
員
連
合
会
総
会
の
場
に
お
い

て
そ
の
業
績
が
讃
え
ら
れ
、
法
務

大
臣
よ
り
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

鵜
上
さ
ん
は
、
昭
和　

年
５
月
１

６２

日
、
人
権
擁
護
委
員
就
任
以
後　
１７

年
も
の
間
、
人
権
尊
重
思
想
の
普

及
高
揚
に
努
め
ら
れ
、
地
域
に
密

着
し
た
活
動
を
現
在
も
委
員
と
し

て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

☆
人
権
擁
護
委
員
の
活
動

　

国
民
の
基
本
的
人
権
が
侵
犯
さ

れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
監
視
し
、

も
し
こ
れ
が
侵
犯
さ
れ
た
場
合
に

は
、
そ
の
救
済
の
た
め
に
速
や
か

に
適
切
な
処
置
を
採
る
と
と
も
に
、

常
に
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚

に
努
め
る
こ
と
を
使
命
と
し
地
域

で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
 
平
成　

年　

月
１
日
付
け
で

１６

１２

民
生
児
童
委
員
の
全
国
一
斉
改
選

が
行
わ
れ
、
当
町
で
も　

名
の

２２

方
々
が
厚
生
労
働
大
臣
よ
り
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
主
任
児
童
委
員
に
つ
い

て
も
、
同
日
付
け
で
鈴
木
眞
由
美

氏
（
荊
木
）、
前
田
智
教
氏
（
小

浦
）
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

民
生
児
童
委
員
さ
ん
に
は
、
住

民
福
祉
の
身
近
な
相
談
、
援
助
者

と
し
て
常
に
社
会
奉
仕
の
精
神
を

持
っ
て
活
動
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
主
任
児
童
委
員
さ
ん
に
つ
い

て
は
、
児
童
福
祉
に
関
す
る
事
項

を
専
門
的
に
担
当
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

福
祉
問
題
で
困
っ
た
と
き
は
、

１
人
で
悩
ま
な
い
で
、
ま
ず
地
区

担
当
の
民
生
委
員
さ
ん
に
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、　

月
７
日
改
選
後
は
じ

１２

め
て
の
民
生
児
童
委
員
協
議
会
を

開
催
し
、
役
員
選
任
を
行
っ
た
結

果
、
会
長
に
中
城
哲
夫
氏
（
小
浦
）

副
会
長
に
垣
内
義
教
氏
（
高
家
）、

津
川
ミ
キ
子
氏
（
志
賀
）
の
方
々

が
役
員
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
区
担
当
民
生
児
童
委
員
さ
ん

は
次
の
方
々
で
す
。（
敬
省
略
）

　

新
春
恒
例
の
消
防
団
訓
練
出
初

式
は
、
１
月
５
日
（
水
）
午
前　
１０

時
か
ら
日
高
町
若
も
の
広
場
グ
ラ

ウ
ン
ド
（
雨
天
時
は
日
高
町
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）
で
、
婦
人

防
火
ク
ラ
ブ
の
参
加
を
得
て
挙
行

し
ま
す
。

　

式
典
で
は
、
永
年
消
防
団
員
と

し
て
活
躍
い
た
だ
い
て
い
る
団
員

の
方
々
に
日
高
町
長
、
和
歌
山
県

消
防
協
会
日
高
郡
支
部
長
か
ら
表

彰
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
の
退
団
者

１５

に
対
し
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

　

出
初
式
に
お
い
て
表
彰
、
感
謝

状
を
受
け
ら
れ
る
方
々
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

◎
日
高
町
長
表
彰

▽　

年
勤
続
表
彰
＝
橋
本
進
（
消

４０
防
団
副
団
長
）

▽　

年
勤
続
表
彰
＝
山
本
源
昭

２５
（
第
３
分
団
団
員
）

◎
和
歌
山
県
消
防
協
会
日
高
郡
支

部
長
表
彰

▽　

年
勤
続
表
彰
＝
橙
明
弘
（
第

１０
１
分
団
団
員
）
辻
本
信
也
（
同
）

◎
平
成　

年
度
退
団
者

１５

▽
�
山
保
（
消
防
団
副
団
長
）
中

前
卓
也
（
第
１
分
団
団
員
）
野
田

和
彦
（
同
）
力
津
文
徳
（
第
２
分

団
団
員
）
中
松
愼
介
（
第
３
分
団

団
員
）

◎
平
成　

年
度
新
入
団
員

１６

▽
堂
岡
英
紀
（
第
１
分
団
団
員
）

岡
野
仁
久
（
同
）
酒
井
能
浩
（
同
）

前
井
健
司
（
第
２
分
団
団
員
）
山

本
将
太
（
第
３
分
団
団
員
）

　

な
お
、
１
月
５
日
、
午
前
８
時

に
消
防
団
員
招
集
の
た
め
、
防
災

行
政
無
線
に
よ
り
サ
イ
レ
ン
を
鳴

ら
し
ま
す
の
で
、
火
災
、
そ
の
他

の
災
害
と
お
間
違
え
の
な
い
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

民生委員・児童委員
電話番号氏　　名担当地区

63-2134奥田　幸代原　　谷
63-2380久保　善隆池　　田
63-2351粟田　　清萩　　原
63-2830伊藤　計三東光寺・内の畑
63-3325杉本　正夫内原駅前
63-2105中筋　智章荊　　木
63-2626垣内　義教高家北区
63-3083前田　喜作高家南区
63-2170湯川　泰子小　　中
64-2320鈴木加代子柏
64-2432野上　芳子上 志 賀
64-3081小西　幸一久　　志
64-3163津川ミキ子中 志 賀
63-3162稲葉　豊一下 志 賀
63-3447川�　龍哉谷　　口
63-2940小池　光代小　　池
64-2701中城　哲夫小浦・方杭
64-2377平井　正男比井・津久野
64-2346武内　　扶小　　坂
64-2978西　　茂樹産　　湯
64-2043清水　次己阿　　尾
62-2662東吾まゆみ田　　杭

鵜上　桂子氏

民
生
児
童
委
員
改
選

民
生
児
童
委
員
改
選 

民
生
児
童
委
員
改
選

民
生
児
童
委
員
改
選 

民
生
児
童
委
員
改
選 

会
長
に

会
長
に 

会
長
に

会
長
に 

会
長
に 

中
城
中
城 

哲
夫
哲
夫 

氏 

中
城
中
城 

哲
夫
哲
夫 

氏 

中
城 

哲
夫 

氏 
法
務
大
臣
表
彰
に 

人
権
擁
護
委
員
の 

鵜
上 

桂
子
氏 

法
務
大
臣
表
彰
に 

人
権
擁
護
委
員
の 

鵜
上 

桂
子
氏 

日
高
町
消
防
団
訓
練 

出
　
初
　
式 

1
月
5
日
　
日
高
町
若
も
の
広
場 

日
高
町
消
防
団
訓
練 

出
　
初
　
式 

1
月
5
日
　
日
高
町
若
も
の
広
場 

中城　哲夫氏

津川ミキ子氏

垣内　義教氏
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　平成１５年度の決算が、昨年の９月議会で認定されました。一般会計の収支状況は歳入４５億２，０２６万８千

円に対し、歳出４３億９，１１０万円。歳入歳出差し引きは１億２，９１６万８千円の黒字決算となっています。

　このうち、平成１６年度への繰越事業費として、３，４６２万２千円と財政調整基金へ５，０００万円を積立てし、

実質は４，４５４万６千円が平成１６年度への繰越金となります。

総 務 費 

113,272円 

民 生 費 

104,831円 

消 防 費 

16,910円 

公 債 費 

53,381円 

衛 生 費 

45,018円 

土 木 費 

52,670円 

農林水産業費 

90,306円 

教 育 費 

69,510円 

そ の 他 

32,183円 

町民1人当たり 

に使われたお金 

578,081円 

町民1人当たり 

が納めた税金 

76,098円 
（平成16年3月末の　　 
　　7,596人で計算） 

まち“ホッとタウン・ひだか”をめざして まち“ホッとタウン・ひだか”をめざして まち“ホッとタウン・ひだか”をめざして 

自主財源 

依存財源 

1,342,268千円（29.7％）

3,178,000千円（70.3％）

歳入総額 
4,520,268

町　税 
578,041 
(12.8%)

繰入金　410,054(9.1%)

町債 
573,500 
(12.7%)

県支出金　493,031（10.9％） 

国庫支出金 
318,311（7.0％） 

地方交付税 
1,636,185 
（36.2％） 

分担金・負担金 
使用料・手数料 
財　産　収　入 
繰　　越　　金 
諸　　収　　入 

地方譲与税 
利子割交付金 
地方消費税交付金 
自動車取得税交付金 
地方特例交付金 
交通安全対策 

50,183（1.1％） 
9,484（0.3％） 
49,633（1.1％） 
23,167（0.5％） 
23,385（0.5％） 
1,121（0.0％） 

81,186（1.8％） 
62,035（1.4％） 
6,646（0.1％） 

182,597（4.0％） 
21,709（0.5％） 

一 般 会 計  

3,178,000 
（70.3％） 

1,342,268 
（29.7％） 
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人と自然が共生し、豊かでうるおいのある 人と自然が共生し、豊かでうるおいのある 人と自然が共生し、豊かでうるおいのある 

（単位：千円）各基金の現在高
平成15年度末項　　　　　目

1,349,705財 政 調 整

218,176減 債

100,000ふ る さ と 創 生

428,277地 域 づ く り 推 進 事 業

117,680高 齢 者 福 祉

126,923土 地 開 発

10,000中 山 間 ふ る さ と 水 と 土 保 全

2,350,761合　   　　　    　計

人件費 
710,178 
(16.2%)

物件費 
631,997 
(14.4%)

補助費等 
491,182 
(11.2%)

扶助費 
139,341 
（3.2％） 

維持補修費 
15,165（0.3％） 

繰出金 
287,155（6.5％） 

積立金 
284,558（6.5％） 

災害復旧事業費 
82,824（1.9％） 

公債費 
405,482 
（9.2％） 

普通建設事業費 
1,343,218 
（30.6％） 

歳出総額 
4,391,100

総務費 
860,411 
(19.6%)

民生費 
796,293 
(18.2%)

衛生費 
341,960 
(7.8%)

農林水産業費 
685,962 
(15.6%)

土木費 
400,085 
(9.1%)

消防費 
128,449 
(2.9%)

教育費 
527,998 
(12.1%)

災害復旧費 
82,824(1.9%)

公債費 
405,482 
(9.2%)

議会費 
80,661(1.8%)

商工費 
80,975(1.8%)

歳出総額 
4,391,100

目的別内訳 

性質別内訳 

1,426,042 
（32.5％） 

1,987,863 
（45.3％） 

平成 15 年度決算
4,520,267,650 円
4,391,100,137 円歳出

歳入

（単位：千円）特   別   会   計
差　引歳　出 歳　入会   計   名

15,559695,604711,163簡 易 水 道 事 業

25,398316,902342,300国 民 健 康 保 険

383847,992848,375老 人 保 健

1429,33529,349同和対策住宅新築資金

109736845同和対策宅地取得資金

01,9381,938指 導 主 事 共 同 設 置

36,297036,297土 地 取 得 

5,210822,541827,751下 水 道 事 業

3,099392,181395,280介 護 保 険 事 業 

86,0693,107,2293,193,298合　  　 計

（単位：千円）地方債の現在高
平成15年度末会　　　計　　　名

3,733,069一 般 会 計

756,632簡 易 水 道 特 別 会 計

90,003住 宅 新 築 資 金 貸 付 金 特 別 会 計

6,330宅 地 取 得 資 金 貸 付 金 特 別 会 計

1,641,020下 水 道 特 別 会 計

6,227,054合　   　　　    　計
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③職員の平均給料月額及び平均年齢の状況（平成１６年４月１日現在）

平均年齢平均給料月額区　 　　　 分

39.6 歳303,400 円日  高  町

40.2 歳327,555 円国

④職員の初任給の状況（平成１６年４月１日現在）

国日　　高　　町
区　 　 分

採用２年経過日給料額初　任　給採用２年経過日給料額 初　任　給

198,600 円179,800 円�種
184,400 円170,700 円大 学 卒

一般行政職 184,400 円170,700 円�種

148,500 円138,800 円148,500 円138,800 円高 校 卒

　日高町では、住民福祉の向上や豊かで住みよい町づくりなどのため、いろいろな事務・事業を行って

います。これらの仕事に携わっている町職員の給与等の現状を知っていただくために、その内容につい

てお知らせします。

（注）１．町の給与条例に基づく給料表の給料区分による職員数です。
２．標準的な職務内容とは各級に該当する代表的な職名です。

⑤職員の級別職員数の状況（平成１６年４月１日現在）

計１ 級２ 級３ 級４ 級５ 級６ 級７ 級８ 級 区　  分

初級職員中級職員上級職員係　　長課長補佐
課　　長
副 課 長
主　　幹

課　　長
公 室 長
参　  事

標準的な
職務内容

98人3人13 人21 人33 人14 人5人8人1人職 員 数 

100％3.0％13.3％21.4％33.7％14.3％5.1％8.2％1.0％構 成 比

（単位：千円）②職員給与費の状況（平成１６年度）

１人当たりの
給与費 (B/A)

給　　　　与　　　　費職員数
(Ａ )

会　計　区　分
計 (Ｂ )期末勤勉手当職員手当給　　料

5,373472,825127,67142,531302,62388 人一 般 会 計 予 算

5,40054,00214,9385,40133,66310 人公営企業等会計予算

（注）１．職員手当には、退職手当は含まれていません。
２．給与費は、当初予算に計上された額です。

（単位：千円）①人件費の状況（平成１５年度）
人件費率
（Ｂ /Ａ）

人　件　費
（Ｂ）

歳出総額 
（Ａ）

住民基本台帳人口会　計　区　分

16.2%710,1784,391,100（平成１６年３月３１日現在）
7,596 人

一 般 会 計 決 算

4.2％63,7391,518,145公営企業等会計決算

（注）１．人件費は、特別職に支給される給料及び報酬等を含んでいます。
２．公営企業等会計決算は、簡易水道事業と下水道事業特別会計の合計額です。
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⑥特別職の報酬等の状況（平成１６年４月１日現在）
期 末 手 当報 酬 月 額区    分期 末 手 当報 酬 月 額区    分

6 月期　1.40 月分
12 月期　1.60 月分

計　　3.00 月分

300,000 円議　  長6 月期　1.40 月分
12 月期　1.60 月分

計　　3.00 月分

750,000 円町    長

250,000 円副 議 長620,000 円助    役

230,000 円議　  員550,000 円収 入 役

⑧定員の状況（各４月１日現在）

摘　　　　要増　減　数
職　員　数区 分

平成 16年平成 15 年部 門
一般行政・保育所△ 27476一 般 行 政 部 門
教育委員会11110特 別 行 政 部 門
上下水道・介護01313公営企業等会計部門
町条例に定める職員定数１０５△ 19899合 計

（注）４月１日現在の一般職の職員配置に基づき算定したもので、臨時又は非常勤職員を除いています。

⑦職員手当の状況（平成１６年４月１日現在）
国日　　高　　町区 分
勤 勉期 末勤 勉期 末支　 給　 期

期末手当
勤勉手当

0.70 月分1.40 月分0.70 月分1.40 月分06 月期
0.70 月分1.60 月分0.70 月分1.60 月分12 月期
1.40 月分3.00 月分1.40 月分3.00 月分計

勧 奨自 己 都 合勧 奨自 己 都 合勤 続 年 数

退職手当

28.875 月分21.00 月分33.705 月分21.00 月分勤 続 2 0 年
43.335 月分33.75 月分43.335 月分33.75 月分勤 続 2 5 年
52.965 月分41.25 月分52.965 月分41.25 月分勤 続 3 0 年
60.990 月分47.50 月分60.990 月分47.50 月分勤 続 3 5 年 
60.990 月分60.00 月分60.990 月分60.00 月分最 高 限 度 額

定期前早期退職特例措置
（2％～ 20％加算）

制度なしその他加算措置

（注）退職手当については、県内市町村で構成している退職手当事務組合の状況を記載しています。

　農林水産省では、平成17年2月1日現在で、「2005

年農林業センサス」を実施します。この調査は、今

後の農林業の政策に役立てるために5年ごとに実施

される極めて大切な調査です。 

　1月中旬から調査員が農林業関

係者の方々を訪問して、調

査票に農林業の経営状況な

どの記入をお願いします。 

　調査票に記入された事項に

ついては、統計以外の目的に

は使用されませんので、ご協

力をお願いします。 2005農林業センサス 

「
つ
っ
ち
ー
」 

2005年農林業センサスが 
実施されます 

お問い合わせ先 日高町役場　総務課 TEL 0738-63-2051

�

�

�

�

����������

����������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

留意事項

（1）当日は、ご自分で申告書を作成していただく

内容となっています。ご自分の申告内容開始時

間に合わせてご出席ください。

（2）当日は、「平成１６年分の確定申告書」の他に

「前年分の申告書控、源泉徴収票、印かん、通

帳及び控除証明書」等申告書を作成していただ

くために必要な書類を必ずご持参ください。

確確確確確確確確確確確確確確確確定定定定定定定定定定定定定定定定申申申申申申申申申申申申申申申申告告告告告告告告告告告告告告告告事事事事事事事事事事事事事事事事前前前前前前前前前前前前前前前前相相相相相相相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談談談談談談談ののののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせ確定申告事前相談のお知らせ
対　象　者時　　間場　　所日　　程

住宅借入金（取得）
等特別控除者

９時３０分～
１２時日高町

中央公民館
大会議室

２月１０日（金）

年 金 所 得 者１３時～１６時

◇お問い合わせ先

　日高町役場　税務課（� 63-3802）
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日
高
町
で
は
、
１
月
４
日
（
火
）

午
前　

時
か
ら
日
高
町
中
央
公
民

１０

館
大
会
議
室
で
平
成　

年
成
人
式

１７

を
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
の
対
象
者
は
、
昭
和　

年
５９

４
月
２
日
か
ら
昭
和　

年
４
月
１

６０

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
１
０

１
人
（
男
性　

人
、
女
性　

人
）

５０

５１

で
す
。

　

対
象
者
に
は
、
既
に
案
内
状
を

お
送
り
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
出

席
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
中
央

公
民
館
（
�
�６３
 

３
８
１
１
）
ま
で
。

　

新
成
人
を
迎
え
ら
れ
る
方
は
、

次
の
皆
さ
ん
で
す
。　

（
敬
称
略
）

▽
原
谷　

上
杉
拓
也
・
前
田
隆
志
・

小
林
司
・
佐
竹
美
香
・
宮
本
祐
美

子
▽
萩
原　

粟
田
好
紀
・
植
本
大

樹
・
尾
�
宏
樹
・
小
西
真
琴
・
中

家
和
樹
・
西
岡
欣
哉
・
平
見
寿
英
・

的
場
正
志
・
早
稲
田
伊
織
・
岡
本

操
・
木
下
直
美
・
小
林
優
・
辻
村

祐
子
・
手
島
み
ゆ
き
・
友
渕
瑠
美
・

中
川
智
晴
・
畑
香
菜
子
・
山
本
樹

里
▽
荊
木　

上
久
保
裕
太
・
上
杉

真
也
・
清
水
哲
史
・
�
村
隼
矢
・

宮
本
芳
帆
・
吉
岡
幹
司
・
上
道
理

加
・
塩
�
絵
美
・
玉
木
博
望
・
森

友
美
・
森
良
子
▽
池
田　

村
田
圭

輔
・
滝
本
真
由
美
・
山
�
み
な
み

▽
高
家　

小
宮
靖
弘
・
清
水
孝
晃
・

薗
畑
勇
佑
・
千
原
勇
一
・
西
垣
智

之
・
山
�
信
弥
・
湯
川
正
和
・
井

元
絵
理
香
・
岡
晃
代
・
勘
�
千
恵

美
・
塩
�
裕
子
・
津
村
麻
公
・
山

本
那
央
・
吉
岡
晴
香
・
吉
岡
操
▽

小
中　

白
井
大
作
・
白
井
紀
行
・

白
井
康
喬
▽
上
志
賀　

大
畑
尚

平
・
川
瀬
博
巳
・
戸
上
直
樹
・
野

畑
静
香
・
堀
内
菜
美
子
▽
久
志　

柴
田
昌
和
・
羽
山
裕
大
・
尾
�
志

保
・
田
中
早
姫
▽
中
志
賀　

玉
井

恵
子
・
了
馬
頼
子
▽
下
志
賀　

川

村
哲
平
・
中
井
正
明
・
湯
川
大
輔
・

上
間
真
由
美
・
�
山
智
衣
▽
谷
口

　

津
村
義
範
・
小
川
歩
寿
・
中
野

恵
美
・
中
野
香
菜
・
前
井
百
合
・

松
本
恭
子
▽
小
池　

假
屋
園
一

晃
・
西
政
俊
・
西
川
勇
亮
・
林
裕

之
▽
小
浦　

山
本
知
也
・
梶
本
麻

由
・
中
川
亜
希
・
山
下
真
喜
子
▽

津
久
野　

山
科
俊
幸
▽
比
井　

山

本
真
大
・
木
下
綾
子
・
中
松
紀
子
・

向
井
佳
奈
子
・
吉
田
晃
子
▽
小
坂

鈴
木
伸
幸
・
山
田
達
也
▽
産
湯　

�
裕
之
・
橋
本
浩
実
・
長
尾
光
恵
・

西
絵
里
・
山
田
真
衣
▽
阿
尾　

坂

田
和
幸
・
高
間
香
與
▽
田
杭　

生

戸
允
人

同
級
生
で 

　 

成
人
式
を
！ 

２
０
０
０
年
３
月 

　
第
42
回
日
高
中
学
校
卒
業 

　
　
　
　
　
記
念
写
真
集
よ
り 

3年1組 

3年2組 

3年3組 

１
月
４
日（
火
） 

日
高
町
中
央
公
民
館 
成
人
式
の
ご
案
内 
成
人
式
の
ご
案
内 



広報ひだか平成１７年１月 第１２９号

9

　

町
の
文
化
向
上
と
発
展
に
顕
著

な
功
績
の
あ
っ
た
個
人
や
団
体
を

表
彰
す
る
第
７
回
日
高
町
文
化
賞

の
表
彰
式
が
、　

月
３
日
、
中
央

１１

公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
町
内
文
化

財
の
資
料
集
の
編
集
・
発
刊
や
徳

本
上
人
足
跡
調
査
な
ど
に
尽
力
さ

れ
た
萩
原
、
玉
置
久
次
さ
ん
（　

）
７９

と
小
中
、
岡
本
有
道
さ
ん
（　

）
７３

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

玉
置
さ
ん
は
、
大
正　

年
、
旧

１４

志
賀
村
に
生
ま
れ
、
昭
和　

年
に

２０

教
職
に
就
き
、
以
降　

年
間
に
わ

３９

た
り
、
教
育
現
場
で
活
躍
さ
れ
ま

し
た
。

　

退
職
後
、
日
高
町
中
央
公
民
館

長
、
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

に
就
任
さ
れ
、
そ
の
職
務
柄
文
化

財
に
接
す
る
機
会
が
増
え
た
こ
と
、

ま
た
学
生
時
代
か
ら
歴
史
に
関
心

を
寄
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

日
夜
郷
土
の
文
化
財
研
究
に
励
ま

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
資
料
集
「
日
高
町
の

文
化
財
」
の
編
集
・
発
刊
、
更
に

は
徳
本
上
人
名
号
碑
調
査
や
郷
土

学
習
ビ
デ
オ
「
念
仏
行
者
徳
本
上

人
」
の
制
作
、
弁
財
天
山
古
墳
の

発
掘
調
査
な
ど
に
参
画
し
て
情
熱

を
傾
注
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
も
町

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
長
と
し

て
、
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
８
年
か
ら
は
和
歌

山
県
観
光
ガ
イ
ド
専
門
員
「
紀
州

語
り
部
」
に
就
任
さ
れ
、
徳
本
上

人
の
人
と
な
り
や
熊
野
古
道
に
ま

つ
わ
る
幾
多
の
逸
話
、
奇
祭
と
い

わ
れ
る
阿
尾
ク
エ
祭
等
に
つ
い
て
、

町
内
外
を
問
わ
ず
多
く
の
人
々
に

情
景
豊
に
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
玉
置
久
次
さ
ん
談
】

　

た
だ
夢
中
に
な
っ
て
、
大
勢
の

方
々
と
共
に
歩
ま
せ
て
頂
い
た
お

陰
で
す
。
資
料
集
が
、
今
後
学
生

達
の
勉
強
材
料
の
ひ
と
つ
に
な
れ

ば
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

岡
本
さ
ん
は
、
昭
和
６
年
、
旧

西
内
原
村
に
生
ま
れ
、
昭
和　

年
２９

に
教
職
に
就
き
、
以
降　

年
間
に

３７

わ
た
り
、
教
育
現
場
で
活
躍
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
日
高
町
誌
の
編
纂
委

員
と
し
て
民
俗
誌
の
執
筆
・
編
集

に
関
わ
ら
れ
た
の
を
は
じ
め
、
内

原
小
学
校
百
年
祭
実
行
委
員
会
委

員
と
し
て
百
年
史
の
写
真
撮
影
と

資
料
収
集
に
取
り
組
ま
れ
た
ほ
か
、

町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
と
し

て
資
料
集
「
日
高
町
の
文
化
財
」

の
編
集
・
発
刊
や
弁
財
天
山
古
墳

の
発
掘
調
査
に
参
画
す
る
な
ど
献

身
的
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

退
職
後
、
町
社
会
教
育
指
導
員

に
就
任
さ
れ
、
と
り
わ
け
徳
本
上

人
の
名
号
碑
調
査
や
郷
土
学
習
ビ

デ
オ
「
念
仏
行
者
徳
本
上
人
」
の

制
作
、「
徳
本
上
人
」
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
発
行
に
あ
た
っ
て
は
、
中
心

と
な
っ
て
県
内
外
に
及
ぶ
調
査
に

情
熱
を
傾
注
さ
れ
ま
し
た
。
全
国

的
に
は
高
名
で
す
が
、
町
内
的
に

資
料
が
少
な
か
っ
た
徳
本
上
人
に

関
し
て
、
そ
の
足
跡
を
辿
る
調
査

を
さ
れ
た
こ
と
は
、
日
高
町
に

と
っ
て
大
変
貴
重
な
こ
と
で
す
。

　

現
在
も
和
歌
山
県
文
化
財
保
護

指
導
委
員
と
し
て
、
町
内
に
存
在

す
る
多
数
の
文
化
財
史
跡
等
の
パ

ト
ロ
ー
ル
に
あ
た
ら
れ
る
ほ
か
、

町
文
化
財
保
護
審
議
会
副
委
員
長

と
し
て
も
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
岡
本
有
道
さ
ん
談
】

　

思
い
出
を
整
理
し
て
み
る
と
、

楽
し
い
こ
と
も
苦
し
い
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
私
の
人
生
で
最
高

の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
後
は
、
若
い
後
継
者
を

育
て
ら
れ
る
よ
う
皆
様
の
お
力
添

え
を
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

＝
税
の
標
語
＝

　

御
坊
税
務
署
と
日
高
町
が
町
内

中
学
生
か
ら
募
集
し
て
い
た
平
成

　

年
度
中
学
生
の
税
の
標
語
に
、

１６２
１
７
名
の
応
募
が
あ
り
そ
の
中

か
ら
優
秀
賞
に
３
名
の
方
が
え
ら

ば
れ
、
日
高
地
方
租
税
教
育
推
進

協
議
会
（
松
山
明
弘
会
長
）
よ
り

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

【
優
秀
賞
】

○
「
税
金
は　

み
ん
な
の
愛
の

　
　

貯
金
箱
」

　
　

日
高
中
３
年　

青
貝　

幸

○
「
税
金
は　

明
る
い
未
来
の

　
　

第
一
歩
」

　
　

日
高
中
３
年　

那
須
初
夏

○
「
税
金
は　

未
来
に
続
く

　
　

道
と
橋
」

　
　

日
高
中
２
年　

酒
井
し
お
り

＝
税
の
作
文
表
彰
＝

　

日
高
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
、

社
団
法
人
御
坊
納
税
協
会
共
催
、

御
坊
税
務
署
後
援
平
成　

年
度
中

１６

学
生
の
「
税
に
つ
い
て
」
の
作
文

で
、
応
募
総
数
２
７
２
７
点
の
中

か
ら
日
高
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

（
高
垣
宏
会
長
）
よ
り
３
名
の
方

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

【
佳
作
】

○
「
税
の
大
切
さ
」

　
　

日
高
中
３
年　

白
井
里
佳

○
「
納
税
の
大
切
さ
」

　
　

日
高
中
２
年　

川
端
篤
実

○
「
税
金
の
こ
と
に
つ
い
て
」

　
　

日
高
中
１
年　

谷
口
智
郷　

　

税
の
標
語
と
作
文
に
つ
き
ま
し

て
は
中
学
生
の
皆
様
に
た
く
さ
ん

の
応
募
を
頂
き
ま
し
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

郷
土
の
歴
史
研
究
に
尽
力
　
日
高
町
文
化
賞
に 

玉
置
久
次
さ
ん
と
岡
本
有
道
さ
ん 
郷
土
の
歴
史
研
究
に
尽
力
　
日
高
町
文
化
賞
に 

玉
置
久
次
さ
ん
と
岡
本
有
道
さ
ん 

中
学
生
の
税
の 

標
語
と
作
文
優
秀
賞 

　
　
　
　
　
入
賞
者
表
彰 

中
学
生
の
税
の 

標
語
と
作
文
優
秀
賞 

　
　
　
　
　
入
賞
者
表
彰 
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日
本
酒　

・
・
・
・
・
・
１
合

　

ビ
ー
ル　

・
・
・
中
ビ
ン
１
本

　

ウ
ィ
ス
キ
ー　

ブ
ラ
ン
デ
ー　

　
　
　
　
　

・
・
・
ダ
ブ
ル
１
杯

　

焼　

酎　

・
・
・
・
・
・　

合
０.５

　

ワ
イ
ン　

・
・
・
グ
ラ
ス
２
杯

　
①　

楽
し
く
飲
む
。

②　

マ
イ
ペ
ー
ス
で
飲
む
。　
　

③　

食
べ
な
が
ら
飲
む
習
慣
を
。

④　

自
分
の
適
量
に
と
ど
め
て

　

お
く
。

⑤　

週
に
２
日
は
休
肝
日
を
。

⑥　

人
に
お
酒
の
無
理
強
い
を

　

し
な
い
。

⑦　

遅
く
て
も
夜　

時
で
切
り　

１２

　

上
げ
よ
う
。

⑧　

１
年
に
１
回
は
検
診
を
。

　
　
　
　
　
　

①　

イ
ッ
キ
に
飲
む
。

②　

薬
と
一
緒
に
飲
む
。

③　

入
浴
し
な
が
ら
飲
む
。

10

　

お
酒
を
飲
む
機
会
の
多
い
と
き

で
す
。『
健
康
日
高　

』
の
今
年

２１

度
重
点
事
業
で
も
、�
ア
ル
コ
ー

ル
�
に
つ
い
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

お
酒
は
飲
み
方
し
だ
い
で
�
百

薬
の
長
�
に
も
悪
魔
の
水
に
も
な

り
ま
す
。　

適
量
の
お
酒
は
快
眠

を
誘
い
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に
な
る

な
ど
心
身
と
も
に
プ
ラ
ス
効
果
が

期
待
で
き
、
長
生
き
の
た
め
あ
る

程
度
の
効
果
が
あ
る
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
度
を
越
し
た
飲
酒
が
習

慣
化
し
慢
性
的
に
な
る
と
、
肝
障

害
や
心
臓
病
、
高
血
圧
、
糖
尿
病

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
疾
患
を
招
く
ば

か
り
で
な
く
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
な
ど
精
神
的
障
害
の
要
因
に
も

な
り
、
家
庭
や
職
場
に
お
い
て
い

ろ
い
ろ
な
問
題
を
引
き
起
こ
す
よ

う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
最
近
で

は
女
性
の
依
存
症
や
未
成
年
の
問

題
飲
酒
者
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、

心
身
へ
の
影
響
が
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。　

お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
の

量
で
、
い
い
付
き
合
い
を
す
る
よ

う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
　

代
の
飲
酒
は
や
め
さ

１０
せ
よ
う
！

　
　

代
の
若
者
の
飲
酒
が
増
え
て

１０
い
ま
す
。
若
い
と
き
か
ら
の
飲
酒

は
心
身
へ
の
影
響
が
大
き
い
の
で

す
。

　

飲
酒
開
始
が
早
い
と
慢
性
化
し

や
す
く
、
彼
ら
が
中
年
を
迎
え
る

頃
に
は
、
肝
臓
病
を
始
め
さ
ま
ざ

ま
な
疾
患
に
見
舞
わ
れ
ま
す
。
ま

た
、
短
期
間
に
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
に
陥
っ
て
し
ま
う
な
ど
危
険
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

未
成
年
の
飲
酒
は
や
め
さ
せ
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

酒
は
何
よ
り
適
量
で
す
！ 

酒
は
何
よ
り
適
量
で
す
！ 
み
ん
な
で
す
す
め
よ
う
健
康
日
高
 21 

み
ん
な
で
す
す
め
よ
う
健
康
日
高
 21 

④　

空
腹
時
の
飲
酒
。

⑤　

強
い
お
酒
を
薄
め
ず
飲
む
。

⑥　

妊
娠
中
の
飲
酒
。

☆
適
度
な
飲
酒
量
と
は
・
・
・

☆
か
ら
だ
に
や
さ
し
い
飲

み
方
を

☆
こ
ん
な
飲
み
方
は
や
め

よ
う
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■場　　所　御坊市薗２９０番地の２（日高医師会館北隣）

■電　　話　２３－１２８９

■診　療　日　年末は１２月２８日、３１日
年始は１月１日～３日

■診療時間　９：００～１６：００（１２：００～

１３：００休息）

■診療科目　内科、小児科

県日高振興局庁舎 

　

風
し
ん
ウ
イ
ル
ス
の
飛
沫
感
染

に
よ
っ
て
起
こ
る
病
気
で
す
。
軽

い
カ
ゼ
症
状
で
は
じ
ま
り
、
発
し

ん
、
発
熱
、
後
頚
部
リ
ン
パ
節
腫

脹
な
ど
が
主
症
状
で
す
。
そ
の
ほ

か
眼
球
結
膜
の
充
血
も
み
ら
れ
ま

す
。　

発
し
ん
も
熱
も
約
３
日
で

な
お
り
ま
す
の
で「
三
日
ば
し
か
」

と
も
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

合
併
症
と
し
て
、
関
節
痛
、
血
小

板
減
少
性
紫
斑
病
、
脳
炎
な
ど
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
人
に

な
っ
て
か
ら
か
か
る
と
重
症
に
な

り
ま
す
。 

　

妊
婦
が
妊
娠
早
期
に
か
か
り
ま

す
と
、�
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
�

と
呼
ば
れ
る
病
気
を
も
っ
た
児

（
心
臓
病
、
白
内
障
、
聴
力
障
害

な
ど
）
が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
高

く
な
り
ま
す
か
ら
、
風
し
ん
ワ
ク

チ
ン
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
妊

娠
前
に
予
防
接
種
を
受
け
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

風
し
ん
の
流
行
を
防
ぐ
に
は
、

予
防
接
種
に
よ
り
免
疫
力
を
つ
け

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
生
後　

か
１２

月
か
ら　

か
月
未
満
の
お
子
さ
ん

９０

で
あ
れ
ば
、
無
料
で
風
し
ん
の
予

防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
（
定
期
の
予
防
接
種
）。
２
〜

３
歳
に
な
る
と
か
か
る
子
ど
も
が

急
に
増
え
ま
す
の
で
、
麻
し
ん
予

防
接
種
が
終
わ
っ
た
後
続
け
て
受

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
男
の

子
も
女
の
子
も
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
お
母
さ
ん
が
次
の
子
ど

も
を
妊
娠
中
で
あ
っ
て
も
、
お
子

さ
ん
は
受
け
ら
れ
ま
す
。
接
種
に

は
保
健
衛
生
課　

�
�６３
 

３
８
０
１

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

定
期
の
予
防
接
種
以
外
で
も
、

風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が
な
い

方
や
、
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と

が
な
い
方
は
接
種
を
お
勧
め
し
ま

す
。
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

医
療
機
関
へ
直
接
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

（
注
意
）
妊
娠
し
て
い
る
方
は
、

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
で
き

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
接
種
後
最
低
２
か
月
間

は
避
妊
が
必
要
で
す
。

　

不
妊
に
悩
み
、
治
療
を
受
け
て

い
る
夫
婦
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

和
歌
山
県
で
は
、
子
ど
も
を
安

心
し
て
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

□
対
象　

不
妊
で
悩
む
方

□
内
容

　

・
不
妊
専
門
医
師
に
よ
る
面
接

　
　

相
談
（
事
前
予
約
必
要
）

　

・
保
健
師
等
に
よ
る
電
話
相
談

　
　

（
月
〜
金
９
：　

〜　

：　

００

１７

００

　
　

で
担
当
不
在
時
は
折
り
返
し

　
　

連
絡
し
ま
す
）

□
場
所
」

　

岩
出
保
健
所

　
　

（
�
０
７
３
６－

６
１－
０

　
　

０
４
９
）

　

田
辺
保
健
所

　
　

（
�
０
７
３
９－

２
２－

１

　
　

２
０
０
）

□
対
象

・
特
定
不
妊
治
療
以
外
の
治
療
法

　

に
よ
っ
て
は
妊
娠
の
見
込
み
が

　

な
い
か
、
ま
た
は
極
め
て
少
な

　

い
と
医
師
に
診
断
さ
れ
た
方
で

　

あ
る
こ
と

・
法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
る
ご

　

夫
婦
で
あ
る
こ
と

・
指
定
医
療
機
関
に
お
い
て
、
特

　

定
不
妊
治
療
を
受
け
た
場
合
で

　

あ
る
こ
と

・
夫
ま
た
は
妻
の
い
ず
れ
か
一
方

　

が
、
和
歌
山
県
内
に
住
民
登
録

　

し
て
い
る
こ
と
（
和
歌
山
市
に

　

住
民
登
録
を
し
て
い
る
ご
夫
婦

　

に
つ
い
て
は
、
和
歌
山
市
で
申

　

請
し
て
く
だ
さ
い
。）

□
助
成
内
容

　

一
年
度
に
つ
き　

万
円
を
上
限

１０

に
、
通
算
２
年
度
助
成
し
ま
す
。

□
申
請
方
法

　

特
定
不
妊
治
療
を
実
施
し
た
指

定
医
療
機
関
が
発
行
し
た
受
診
証

明
書
等
を
申
請
書
に
添
付
し
て
、

住
所
地
の
保
健
所
ま
た
は
支
所
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

助
成
に
は
、
所
得
の
制
限
や
条

件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は

御
坊
保
健
所
（
�
�２２
 

３
４
８
１
）

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

風
し
ん
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う 

ー
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
を
防
ぐ
た
め
に
ー 

不
妊
治
療
対
策
の 

お
知
ら
せ 

　

平
成　

年
に
な
っ
て
、
一
部
の

１６

地
域
に
お
い
て
風
し
ん
が
流
行
し

て
い
ま
す
。

風
し
ん
と
は
・
・
・

風
し
ん
予
防
接
種
に
つ
い
て
・・・

こ
う
の
と
り
相
談

特
定
不
妊
治
療
費
の
助
成
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と　き　1月9日（日）
　　　　9：00～ 15：00

ところ　日高町農村環境
改善センター

◇お問い合わせ先
産業課　�６３－３８０６

　

平
成　

年
度
町
立
保
育
所
園
児

１７

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。 

■
募
集
対
象
者

　

平
成　

年　

月
以
前
に
出
生
し
、

１６

１０

小
学
校
入
学
時
ま
で
の
児
童

　

※
平
成　

年
度
よ
り
志
賀
保
育

１７

所
で
低
年
齢
児
保
育
を
実
施
い
た

し
ま
す
。
町
内
在
住
の
児
童
で
０

歳
児
（
平
成　

年
４
月
１
日
現
在

１７

で
生
後
６
ヶ
月
を
経
過
し
て
い
る

乳
児
）
及
び
１
歳
児
の
入
所
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
入
所
申
請
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
０
歳
及

び
１
歳
児
の
入
所
定
員
は
若
干
名

で
す
。

　

内
原
・
比
井
保
育
所
に
つ
い
て

は
、
従
来
ど
お
り
２
歳
児
か
ら
の

保
育
と
な
り
ま
す
。

■
入
所
手
続

　

入
所
申
込
書
は
、
住
民
課
ま
た

は
内
原
・
志
賀
・
比
井
の
各
保
育

所
に
用
意
し
て
い
ま
す
。
必
要
事

項
を
ご
記
入
の
う
え
、
下
記
の
日

時
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
現
在
通
園
さ
れ
て
い
る

児
童
の
皆
さ
ん
も
、
引
き
続
き
通

園
さ
れ
る
場
合
は
、
新
た
に
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

■
通
園
バ
ス

　

通
園
バ
ス
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、

誓
約
書
を
あ
わ
せ
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
通
園
時
の
安

全
確
保
の
た
め
２
歳
児
未
満
の
送

迎
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
の
皆
さ

ん
で
お
願
い
し
ま
す
。

■
入
所
決
定

　

入
所
申
込
書
に
基
づ
き
審
査
の

結
果
、
３
月
中
旬
頃
ま
で
に
入
所

承
諾
書
を
保
護
者
宛
に
送
付
い
た

し
ま
す
。
な
お
、
電
話
な
ど
に
よ

る
事
前
の
照
会
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
、
住
民
課
（
�
�６３
 

３
８
０
０
）
ま
で
。

　

青
少
年
と
気
軽
に
ふ

れ
あ
う
機
会
を
つ
く
り
、

地
域
ぐ
る
み
の
青
少
年

健
全
育
成
を
支
援
し
て

い
く
こ
と
を
ね
ら
い
に
、

日
高
町
青
少
年
補
導
連

絡
協
議
会
で
は
、　

月
９

１１

日
に
「
大
人
と
青
少
年
の

ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
日
高

２
０
０
４
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

ト
ー
ク
で
は
、
中
学
３

年
生
と
日
高
町
の
補
導

委
員
さ
ん
が
活
発
に
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。
中
学
生
か
ら
は
補

導
委
員
に
つ
い
て
の
質
問
や
日
高

町
に
つ
い
て
思
う
こ
と
、
大
人
に

言
い
た
い
こ
と
な
ど
中
学
生
ら
し

く
、
ま
た
し
っ
か
り
と
し
た
意
見

が
多
数
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

大人と青少年のふれあい事業開催

　

日
高
町
青
少
年
総
合
対
策
本
部
、

日
高
町
青
少
年
補
導
連
絡
協
議
会
、

日
高
町
教
育
委
員
会
で
は
、
青
少

年
健
全
育
成
の
一
環
と
し
て
標
語

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
資
格

　

町
内
の
小
・
中
学
校
児
童
生
徒
、

町
内
に
在
住
、
あ
る
い
は
在
勤
さ

れ
て
い
る
方
。

■
課　
　

題

　

青
少
年
健
全
育
成
に
関
し
た
も

の
、
明
る
い
家
庭
づ
く
り
や
地
域

づ
く
り
、
あ
い
さ
つ
運
動
や
子
ど

も
を
守
る
運
動
に
関
し
た
も
の
、

助
け
合
い
・
仲
間
作
り
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
関
し
た
も
の
、

交
通
事
故
防
止
や
未
成
年
の
飲

酒
・
喫
煙
防
止
な
ど
に
関
し
た
も

の
。

■
応
募
方
法

　

小
・
中
学
校
に
つ
い
て
は
学
校

単
位
で
学
校
名
・
学
年
・
氏
名
を
、

一
般
に
つ
い
て
は
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
（
�
�６３
 

３
８
１

２
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
�６３
 

３
３
５
３
）
宛
に

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

■
締
め
切
り

　

１
月　

日
（
金
）

２８

■
入
選
発
表
・
表
彰

　

２
月
下
旬

町立保育所入所申込書の受付日程
受付時間受付場所（TEL）対象地区名期　日

９：３０～１０：００内原保育所 （６３-２１５４）
内 原 地 区

１月１１日

（火） １３：００～１５：００中央公民館 （６３-３８１１）

９：３０～１１：００志賀保育所 （６４-２２６０）志 賀 地 区

１月１２日

（水）
１３：００～１４：３０比井保育所 （６４-２２６２）比井崎地区

１７：００～１９：００住　民　課 （６３-３８００）全 地 区

平
成
平
成
17
年
度
　
保
育
所
園
児
を
募
集
し
ま
す
！

年
度
　
保
育
所
園
児
を
募
集
し
ま
す
！ 
平
成
平
成
17
年
度
　
保
育
所
園
児
を
募
集
し
ま
す
！

年
度
　
保
育
所
園
児
を
募
集
し
ま
す
！ 
平
成
17
年
度
　
保
育
所
園
児
を
募
集
し
ま
す
！ 

☆
☆
　
受
付
は
１
月

☆
☆
　
受
付
は
１
月
11
日
（
火
）
か
ら
　
☆
☆

日
（
火
）
か
ら
　
☆
☆ 

☆
☆
　
受
付
は
１
月

☆
☆
　
受
付
は
１
月
11
日
（
火
）
か
ら
　
☆
☆

日
（
火
）
か
ら
　
☆
☆ 

☆
☆
　
受
付
は
１
月
11
日
（
火
）
か
ら
　
☆
☆ 

堂々と自分の意見を発表する中学生

青
少
年
健
全
育
成

標
語
募
集
！
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〇
国
民
年
金
は
ま
ず
届
け
出
か
ら

　

手
続
き
を
し
な
い
で
そ
の
ま
ま

に
し
て
お
く
と
、
年
金
が
う
け
ら

れ
な
く
な
っ
た
り
、
減
額
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①　

歳
に
な
っ
た
ら
、
厚
生
年
金

２０

　

や
共
済
組
合
な
ど
に
加
入
し
て

　

い
な
い
人
は
、
国
民
年
金
の
加

　

入
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

②
退
職
し
て
無
職
に
な
っ
た
方
、

　

配
偶
者
の
退
職
に
よ
り
扶
養
さ

　

れ
な
く
な
っ
た
方
は
、
国
民
年

　

金
と
な
り
ま
す
の
で
加
入
届
け

　

を
し
て
く
だ
さ
い
。　
　
　
　

〇
便
利
な
口
座
振
替
手
続
き
を

　

口
座
振
替
手
続
き
は
、
金
融
機

関
に
納
付
書
、
預
金
通
帳
と
、
通

帳
の
届
出
印
を
ご
持
参
の
う
え
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
な
ら
、
あ
な
た
の
指

定
し
た
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き

落
と
さ
れ
ま
す
。
金
融
機
関
や
郵

便
局
の
窓
口
ま
で
納
め
に
い
か
な

く
て
す
む
の
で
大
変
便
利
で
す
。

　

ま
た
、
納
め
忘
れ
も
防
げ
ま
す
。

〇
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
と
き

　

申
請
免
除
制
度
・
学
生
納
付
特

例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

本
人
の
届
け
出
後
、
審
査
に
よ
り

決
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
ず
所
得

の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

〇
国
民
年
金
基
金

  
老
齢
基
礎
年
金
に
上
積
み
し
て

年
金
を
受
け
取
る
制
度
で
す
。
国

民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
て
い
る

　

歳
以
上　

歳
未
満
の
方
が
加
入

２０

６０

で
き
る
年
金
で
す
。

　

ま
た
、
納
め
た
保
険
料
は
、
全

額
が
所
得
控
除
の
対
象
に
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
国
民
年
金
基
金

�
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
・

６
５
・
４
１
９
２
ま
で

　

１
月
１
日
現
在
で
、
農
業
委
員

会
委
員
の
選
挙
権
を
有
す
る
方
は
、

１
月　

日
ま
で
に
農
業
委
員
会
委

１０

員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
を
日

高
町
農
業
委
員
会
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

一
般
の
選
挙
と
異
な
り
、
自
ら

申
請
し
な
い
と
選
挙
権
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

申
請
用
紙
は
、
各
地
区
の
区
長

さ
ん
を
通
じ
て　

月
中
に
農
家
の

１２

各
ご
家
庭
へ
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

万
一
配
布
漏
れ
が
あ
り
ま
し
た

ら
農
業
委
員
会
事
務
局
（
�
�６３
 

３

８
０
６
）
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
農
作
物
を
鳥
獣
害
か
ら

守
る
目
的
で
、
そ
の
設
置
に
係
る

資
材
費
の
一
部
を
予
算
の
範
囲
内

で
補
助
し
ま
す
。

　

町
内
の
２
戸
以
上
の
農
家
が
電

気
柵
・
ト
タ
ン
柵
等
を
設
置
し
た

場
合
な
ど
が
、
補
助
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
に
お
い
て
こ
の
事

１７

業
を
希
望
さ
れ
る
農
家
は
、
１
月

　

日
（
金
）
ま
で
に
お
申
し
込
み

１４く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
産
業
課
（
�
�６３
 

３

８
０
６
）
ま
で
。

く
れ
る
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
に

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
資

源
で
す
。　

　

町
で
は
、
皆
さ
ん
の
森
林
に
つ

い
て
、
そ
の
自
然
的
条
件
な
ど
に

適
し
た
正
し
い
森
林
の
取
り
扱
い
、

伐
採
方
法
な
ど
を
守
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
個
人
の
山
で
も
森
林
を

伐
採
す
る
場
合
に
は
、
規
模
に
か

か
わ
ら
ず
伐
採
届
出
書
の
提
出
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

届
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、
伐
採

を
開
始
し
よ
う
と
す
る
日
の　

日
９０

前
か
ら　

日
前
ま
で
の
間
に
産
業

３０

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
は
水
路
や
水

田
等
で
繁
殖
し
、
雑
食
性
で
あ
り

越
冬
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
内
で
も
水
稲
へ
の
食
害
に
よ

る
被
害
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ

シ
一
斉
駆
除
対
策
事
業
を
行
っ
て

お
り
ま
す
が
、
根
絶
さ
せ
る
こ
と

は
難
し
く
発
生
地
域
で
の
農
家
の

協
力
な
し
で
は
、
発
生
数
を
減
ら

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。　

　

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
は
耐
寒
性
が

低
い
た
め
発
生
地
域
に
お
い
て
は
、

厳
寒
期
の
１
月
中
旬
か
ら
２
月
中

旬
に
ほ
場
を
２
回
〜
３
回
程
度
、

耕
起
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
密

度
の
低
下
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

　

町
で
は
、
集
約
農
業
を
推
進
す

る
た
め
、
ハ
ウ
ス
設
置
者
に
対
す

る
助
成
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ハ
ウ
ス　

坪
以
上
の
新
設
、
ま

５０

た
は
増
設
を
さ
れ
る
方
に
対
し
て
、

助
成
を
行
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
に
お
い
て
、
こ
の

１７

事
業
の
申
し
込
み
を
計
画
さ
れ
て

い
る
方
は
、
１
月　

日
（
金
）
ま

１４

で
に
産
業
課
へ
申
込
書
の
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。
期
限
以
降
の
申

し
込
み
に
つ
い
て
は
、
助
成
が
受

け
ら
れ
な
い
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

詳
し
く
は
、
産
業
課
（
�
�６３
 

３

８
０
６
）
ま
で
。

国
民
年
金
の
手
続
き
を

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
登
録
申
請

農
作
物
鳥
獣
害
防
止
に

補
助
し
ま
す

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
駆
除
対
策

冬
場
の
ほ
場
耕
起
を

ハ
ウ
ス
の
新
設
・
増
設
を

計
画
さ
れ
て
い
る
方
へ

森
林
を
伐
採
す
る
場
合
は

規
模
に
か
か
わ
ら
ず

届
出
が
必
要
で
す

　

森
林
は
、
住
ま
い
な
ど
を
つ
く

る
木
材
を
生
産
す
る
と
同
時
に
、

き
れ
い
な
水
を
貯
え
た
り
、
台
風

や
水
害
な
ど
の
災
害
か
ら
私
た
ち

を
守
っ
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
与
え
て
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2 等陸・海・空士募集種目

平成 17年 1月 22日（土）試 験 日

和歌山市内

（受付時にお知らせいたします。）
場 所

採用予定月の 1日現在、18歳以上 27

歳未満の男子

（詳しいことはお問い合わせ下さい）

受検資格

平成 17年 3月下旬～ 4月上旬採用時期

平成 17年 1月 21日（金）まで受付期間

願書請求・お問い合わせ先

自衛隊和歌山地方連絡部（� 073-422-5116）

下 水 道 使 用 料
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私
た
ち
は
毎
日
の
生
活
の
中
で
、

た
く
さ
ん
の
水
を
使
用
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
水
の
多
く
は

最
終
的
に
汚
水
と
な
り
、
川
へ
海

へ
と
流
れ
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
、

汚
水
の
ま
ま
で
放
流
す
る
と
、
川

や
海
の
汚
染
が
進
み
、
や
が
て
美

し
く
豊
か
な
自
然
は
破
壊
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
こ
の
恵
ま
れ
た
自
然

環
境
を
守
り
、
快
適
で
衛
生
的
な

生
活
環
境
を
築
く
た
め
、
生
活
排

水
処
理
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
町

内
全
域
を
集
合
型
地
域
と
個
別
型

地
域
に
分
離
し
、
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

集
合
型
地
域
に
お
い
て
は
、
海

岸
部
で
は
平
成　

年
度
に
供
用
を

１２

開
始
し
た
阿
尾
下
水
処
理
場
を
皮

切
り
に
比
井
下
水
処
理
場
、
小
浦

下
水
処
理
場
と
順
次
供
用
を
開
始

し
、
各
地
区
の
家
庭
で
宅
内
改
造

を
経
て
本
管
へ
の
接
続
が
進
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年　
１２

月
末
に
は
町
内
で
４
番
目
、
農
村

部
で
は
初
と
な
る
小
池
下
水
処
理

場
が
完
成
し
、
小
池
、
谷
口
、
下

志
賀
の
一
部
で
ま
も
な
く
供
用
を

開
始
し
ま
す
。

　

下
水
道
を
使
用
さ
れ
る
場
合
の

使
用
料
は
次
の
表
の
と
お
り
で
基

本
料
金
と
人
数
割
料
金
を
合
わ
せ

た
額
が
月
額
の
使
用
料
で
す
。

まもなく供用を開始します
　

小
池
、
谷
口
、
下
志
賀
地
区
の

一
部
で
下
水
道
が
使
用
で
き
ま
す
。

　

要
保
護
（
生
活
保
護
家
庭
）
準

要
保
護
（
生
活
保
護
に
準
ず
る
家

庭
）
で
、
就
学
困
難
な
児
童
生
徒

の
皆
さ
ん
に
対
し
、
学
用
品
費
、

通
学
用
品
費
、
給
食
費
、
修
学
旅

行
費
等
の
就
学
援
助
資
金
が
支
給

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
に
お
い
て
、
こ
の

１７

制
度
適
用
を
ご
希
望
の
方
は
、
地

区
民
生
児
童
委
員
さ
ん
を
通
じ
て
、

１
月
７
日
（
金
）
ま
で
に
教
育
委

員
会
教
育
総
務
課
（
�
�６３
 

２
０
３

８
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

一
昨
年　

月
に
ス
タ
ー
ト
し
た

１０

情
報
公
開
制
度
に
よ
り
、
毎
年
度
、

公
文
書
の
開
示
の
実
施
状
況
を
公

表
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
実
施
状
況
は
次
の
と
お

り
で
す
。

・
公
文
書
開
示
請
求
件
数
…
１
件

・
公
文
書
開
示
請
求
に
関
す
る
決

　

定
状
況　
　
　
　
　
　

…
１
件

・
不
服
申
立
て
の
件
数　

…
０
件

  
情
報
公
開
制
度
は
、
よ
り
開
か

れ
た
町
政
を
推
進
し
て
い
く
た
め

に
、
町
が
持
つ
情
報
（
公
文
書
等
）

を
町
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
公
開
し

て
い
く
制
度
で
す
。

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
な
ど

が
開
示
請
求
で
き
ま
す
が
、
開
示

す
る
こ
と
に
よ
り
個
人
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
や
、
法
人
、
団
体
な
ど
の

正
当
な
権
利
や
利
益
が
侵
害
さ
れ

た
り
、
町
の
公
正
か
つ
円
滑
な
事

務
の
執
行
を
妨
げ
る
お
そ
れ
の
あ

る
情
報
は
開
示
で
き
ま
せ
ん
。

  
詳
し
く
は
、
総
務
課
（
�
�６３
 

２

０
５
１
）
ま
で
。

使用料（月額）

区　　　　分

人数割料金基本料金

家族数× 400 円

1,500 円１人世帯

専用住宅 2,400 円２人世帯

3,000 円３人世帯以上

処理対象人員数× 400 円（※ 1）3,000 円共同住宅

（家族数＋従業員数× 0.3）× 400 円
（※ 2）

3,000 円人員 20人未満
専用住宅含む

店舗等 （従業員数× 0.3）× 400 円（※ 2）3,000 円人員 20人未満
専用住宅含まず

処理対象人員数× 400 円（※ 1）3,000 円人員数 20人以上

3,000 円集会施設等

10,000 円10,000 円利用人員 100 人以下

学　校
保育所
等

20,000 円10,000 円利用人員 200 人以下

30,000 円10,000 円利用人員 201 人以上

※ 1　人員数の数値は、屎尿浄化槽の処理対象人員算定基準による人員数
※ 2　従業員数× 0.3 の小数点以下は切り上げ

情
報
公
開
制
度 

実
施
状
況 

情
報
公
開
制
度 

実
施
状
況 

就
学
援
助
資
金
に
つ
い
て
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第　

回
く
え
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、

１１

１
月
９
日
（
日
）
産
業
ま
つ
り
と
、

同
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
大
会
は
、
平
成
６
年
度
に

ク
エ
フ
ェ
ア
の
関
連
事
業
と
し
て

始
ま
っ
た
も
の
で
、
今
回
で　

回
11

目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
発
着
点

を
役
場
前
に
比
井
崎
漁
協
市
場
を

折
り
返
す　

㌔

の
コ
ー
ス
で
行

20

わ
れ
ま
す
。

　

部
門
は
一
般
男
子　

歳
以
下
、

34

同　

〜　

歳
、
同　

歳
以
上
、
一

35

50

51

般
女
子
の
部
門
で
、
午
前
９
時
か

ら
開
会
式
を
行
い
、
午
前　

時
に

10

一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
宝
く
じ
助
成
事
業

１６

と
し
て
、
荊
木
祭
会
の
秋
祭
り
で

使
用
す
る
四
つ
太
鼓
が
新
調
さ
れ

ま
し
た
。

　

荊
木
地
区
の
四
つ
太
鼓
は
、
昭

和　

年
の
室
戸
台
風
に
よ
り
、
四

３４
つ
太
鼓
を
保
管
し
て
い
る
青
年
会

場
の
倒
壊
と
と
も
に
壊
れ
て
し
ま

い
、
内
原
祭
り
へ
は
屋
台
の
み
で

の
参
加
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

昨
年
の
秋
祭
り
で
は
、
四
つ
太

鼓
が　

年
ぶ
り
に
復
活
し
、
以
前

４５

の
活
気
を
取
り
戻
し
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
華
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
象

徴
す
る
秋
祭
り
が
よ
り
一
層
活
発

に
行
わ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　

平
素
は
、
町
内
外
よ
り
多
く
の

方
々
に
ご
利
用
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

年
末
年
始
の
開
館
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
の
で
、
本
年
も
ご
利

用
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

月　

日
（
火
）
休　

館

１２

２８

　
　
　
　
　

日
（
水
）
休　

館

２９

　
　
　
　
　

日
（
木
）
休　

館

３０

　
　
　
　
　

日
（
金
）
休　

館

３１

　
　

１
月
１
日
（
土
）
休　

館

　
　
　
　

２
日
（
日
）
開　

館

          　

３
日
（
月
）
開　

館

          　

４
日
（
火
）
開　

館

　

１
月
５
日
（
水
）
か
ら
平
常
ど

お
り
開
館
い
た
し
ま
す
。

　

開
館
時
間
は
、
午
前　

時
か
ら

１１

午
後
９
時
ま
で
、
入
浴
受
付
は
午

後
８
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
温
泉
館
「
海
の
里
」

み
ち
し
お
の
湯（
�
�６４
 

２
６
２
６
）

ま
で
。

　

平
成　

年
４
月
か

17

ら
ゴ
ミ
の
分
別
に
小

型
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ

ミ
が
増
え
６
種
分
別

と
な
り
ま
す
。

　

小
型
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ゴ
ミ
と
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

品
（
洗
剤
・
シ
ャ
ン
プ
ー
・
リ
ン

ス
等
の
容
器
及
び
ふ
た
）
や
、
ポ

リ
製
品
（
ポ
リ
容
器
・
ポ
リ
タ
ン

ク
・
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
等
）
な
ど

で
す
。

　

た
だ
し
、
ト
レ
ー
・
カ
ッ
プ
麺

の
容
器
・
弁
当
容
器
・
ケ
チ
ャ
ッ

プ
や
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
の
チ
ュ
ー
ブ
等

中
身
及
び
生
も
の
が
残
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
容
器
類
は
、
燃
え
る
ゴ
ミ

に
出
し
て
下
さ
い
（
衛
生
面
を
考

慮
）。

　

毎
月
第
３
水
曜
日
が
小
型
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
収
集
日
と
な
り
ま
す
。

・
第
一
水
曜
日　

燃
え
な
い

　
　
　
　
　
　
　

複
雑
ゴ
ミ

・
第
二
水
曜
日　

資
源
ゴ
ミ

・
第
三
水
曜
日　

小
型
プ
ラ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　

チ
ッ
ク
ゴ
ミ

・
第
四
水
曜
日　

資
源
ゴ
ミ

・
第
五
水
曜
日　

資
源
ゴ
ミ

　

ま
た
、
大
型
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ゴ
ミ
に
つ
い
て
は
、
燃
え
な
い
大

型
ゴ
ミ
と
し
て
出
し
て
下
さ
い
。

　最近、犬の放し飼いの

苦情が増えています。

　犬を飼っている方は必

ず以下の事を守って飼う

ようにしてください。

�犬は綱やくさりでつないだり、囲い等の中で飼う

ようにして絶対に放し飼いにしないようにしま

しょう。

�犬を飼う場所は常に清潔にして鳴き声や悪臭等

により、他人に迷惑をかけないように飼育し、散

歩時のふんは必ず処理しましょう。

�犬の登録（犬の生涯 1回）と狂犬病予防注射（毎

年 1回）を必ず行いましょう。

�犬鑑札、注射済票は必ず犬につけておきましょう。

◇お問い合わせ先

保健衛生課（� 63-3801）まで。

１
月
９
日（
日
）
日
）１０
時
ス
タ
ー
ト 

１
月
９
日（
日
）
日
）１０
時
ス
タ
ー
ト 

１
月
９
日（
日
）１０
時
ス
タ
ー
ト 

宝
く
じ
助
成
事
業
で
四
つ
太
鼓
新
調 

宝
く
じ
助
成
事
業
で
四
つ
太
鼓
新
調 

温
泉
館
「
海
の
里
」 

　
　
み
ち
し
お
の
湯 

　
　
　
開
館
の
ご
案
内 

温
泉
館
「
海
の
里
」 

　
　
み
ち
し
お
の
湯 

　
　
　
開
館
の
ご
案
内 

犬を飼っている方へのお願い 犬を飼っている方へのお願い 犬を飼っている方へのお願い 

くえマラソン大会（昨年）

　

沿
道
の
皆
様
の
温
か
い
ご
声
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

４４４４４４４４４４月月月月月月月月月月かかかかかかかかかかららららららららららゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴミミミミミミミミミミのののののののののの分分分分分分分分分分別別別別別別別別別別がががががががががが４月からゴミの分別が　　　
６６６６６６６６６６種種種種種種種種種種類類類類類類類類類類ににににににににににかかかかかかかかかかわわわわわわわわわわりりりりりりりりりりまままままままままますすすすすすすすすす！！！！！！！！！！　　　６種類にかわります！
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①
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど

　

が
あ
る
人

②
給
与
所
得
の
あ
る
人
で
次
に
該

　

当
す
る
場
合

▽
平
成　

年
中
の
給
与
収
入
が
、

１６

２
０
０
０
万
円
を
超
え
る
場
合

平
成
　
年
分
所
得
税
申
告
相
談 

16

平
成
　
年
分
所
得
税
申
告
相
談 

16

　

平
成　

年
分
の
所
得
税
の
申
告

１６

相
談
受
付
が
２
月　

日
か
ら
始
ま

１６

り
ま
す
。
申
告
さ
れ
る
方
は
必
ず

正
し
い
申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
給
与
を
１
か
所
か
ら
受
け
、
地

代
・
家
賃
な
ど
の
収
入
が
あ
り
、

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
こ

れ
ら
の
「
所
得
の
合
計
額
」
が　
２０

万
円
を
超
え
る
場
合

▽
２
か
所
以
上
か
ら
給
与
所
得
を

受
け
て
い
る
人
で
、
主
た
る
給
与

以
外
の
給
与
の
収
入
金
額
と
給
与

所
得
及
び
退
職
所
得
以
外
の
所
得

の
金
額
の
合
計
が　

万
円
を
超
え

２０

る
人

　

個
人
か
ら
年
間
１
１
０
万
円
を

超
え
る
財
産
の
贈
与
を
受
け
た
場

合
は
、
原
則
と
し
て
贈
与
税
の
確

定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。　
 

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
は
、
所

得
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
必
ず
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

確
定
申
告
が
必
要
な
方
で
申
告

を
し
な
か
っ
た
り
、
誤
っ
た
申
告

を
さ
れ
ま
す
と
、
後
で
不
足
の
税

金
を
納
め
て
い
た
だ
く
だ
け
で
な

く
、
更
に
加
算
税
や
延
滞
税
を
納

め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

①
所
得
関
係
書
類

　

前
年
中（
１
月
か
ら　

月
ま
で
）

１２

の
給
与
支
払
報
告
書
・
公
的
年
金

支
払
報
告
書
・
売
上
帳
簿
・
そ
の

他
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の　

②
控
除
関
係
書
類

　

前
年
中（
１
月
か
ら　

月
ま
で
）

１２

に
支
払
わ
れ
た
生
命
保
険
・
損
害

保
険
・
国
民
健
康
保
険
・
国
民
年

金
等
の
支
払
証
明
書

③
認
め
の
印
鑑

　

確
定
申
告
は
、
ご
自
分
の
所
得

金
額
や
納
税
額
を
申
告
す
る
重
要

な
書
類
で
す
。「
確
定
申
告
の
手
引

き
」
や
「
前
年
分
の
申
告
書
控
」

等
を
参
考
に
確
定
申
告
を
ご
自
分

で
正
し
く
記
載
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

税
金
は
、
私
た
ち
が
豊
か
で
安

全
な
暮
ら
し
が
出
来
る
よ
う
警
察

や
消
防
、
保
健
衛
生
や
教
育
な
ど

の
公
共
サ
ー
ビ
ス
や
、
道
路
や
橋
、

港
湾
や
上
下
水
道
な
ど
の
公
共
施

設
の
整
備
・
充
実
に
充
て
ら
れ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
が
社
会
の
一
員

と
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、

み
ん
な
で
出
し
合
っ
て
負
担
し
て

い
る
の
が
税
金
で
す
。

　

税
務
課
で
は
便
利
で
安
心
、
確

実
な
口
座
振
替
制
度
の
ご
利
用
を

お
勧
め
し
て
い
ま
す
。
口
座
振
替

を
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
グ
リ
ー

ン
日
高
農
業
協
同
組
合
、
和
歌
山

県
信
漁
連
、
紀
陽
銀
行
、
き
の
く

に
信
用
金
庫
、
近
畿
労
働
金
庫
、

郵
便
局
、
ま
た
は
税
務
課
（
�
�６３
 

３
８
０
２
）
ま
で
、
口
座
振
替
さ

れ
る
通
帳
と
届
出
さ
れ
て
い
る
印

鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

町県民税・所得税申告相談日程表
地区名申告場所受付時間曜日月日

阿 尾漁村センター午前　９時～午後　３時水２．１６

阿　 尾〃午前　９時～午前１１時
木２．１７

田 杭田 杭 集 会 所午後　１時～午後　３時

町 全 域中 央 公 民 館午前１０時～午後　３時金２．１８

比 井老 人 憩 の 家午前　９時～午後　３時月２．２１

津 久 野
小 坂

〃午前　９時～午前１１時
火２．２２

産 湯産 湯 集 会 所午後　１時～午後　３時

方 杭
小 浦

小 浦 公 民 館午前　９時～午後　３時水２．２３

小 杭
上 志 賀
久 志

中志賀構造改善 ｾﾝﾀｰ午前　９時～午後　３時木２．２４

柏
中 志 賀

〃午前　９時～午後　３時金２．２５

谷 口文 化 会 館午前　９時～午後　３時月２．２８

下 志 賀
小 池

〃午前　９時～午後　３時火３．　１

原　 谷内 原 保 育 所午前　９時～午後　３時水３．　２

原　 谷〃午前　９時～午後１１時木３．　３

池　 田
萩　 原

日高町役場１階町民ロビー午前　９時～午後　３時金３．　４

萩　 原〃午前　９時～午後　３時月３．　７

高　 家〃午前　９時～午後　３時火３．　８

高 家
小 中

〃午前　９時～午後　３時水３．　９

荊 木〃午前　９時～午後　３時木３．１０

税務課　��６３ ３８０２

申
告
し
な
け
れ
ば

　
　
　
　

な
ら
な
い
人

申
告
し
な
け
れ
ば

　
　
　
　

な
ら
な
い
人

申
告
当
日
お
持
ち

い
た
だ
く
も
の

町町町町町町町町町町
税税税税税税税税税税
はははははははははは
口口口口口口口口口口
座座座座座座座座座座
振振振振振振振振振振
替替替替替替替替替替
でででででででででで

町
税
は
口
座
振
替
で


